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２．G7メンバーによる野心的な行動 

 目標２：グローバルな資源効率性・３Rの促進 

具体例：電気電子廃棄物（E-waste）の管理 

 廃棄物の各国・地域内における環境上適正な管理を優先する。 

 特に電気電子廃棄物について、廃棄物と非廃棄物を識別するため、また、適正なルー

トで行われる回収、リユース及びリサイクルの割合を向上させるとともに違法取引を防

止する水際対策の実効性を高めるため、スペアパーツを用いた再製造等の資源効率

的な取組を促進しつつ、既存のアプローチを共有し、国際的な協調行動を強化する。 

 特に廃棄物を環境上適正に管理する能力を有しない国から必要な能力を有する国へ

の有害廃棄物の輸出に関しては、関係する国内・国際規制に従って行われる限り、有

害廃棄物を安全に管理する能力を有しない国に能力開発のための時間的余地を与え

る等、環境と資源効率・資源循環に寄与するものであることを認識する。 

 電気電子廃棄物の適正な回収、リユース及びリサイクル推進のための各国のイニシア

ティブや基準、環境上適正な管理や適用可能な技術についての情報交換を活性化さ

せる。 

１．富山物質循環フレームワーク 

○ G7富山環境大臣会合（2016年5月15-16日）のコミュニケ附属書として採択。 

○ G7として、 「共通のビジョン」を掲げ、協力して具体的な「野心的な行動」に取り組むもの。 

○ 持続可能な開発目標（SDGs）及びパリ協定の実施も見据え、国際的に協調して資源効
率性や３Rに取り組むという強い意志を示した世界の先進事例ともいうべき国際的枠組。 



第二 具体的施策  
Ⅰ 新たな有望成長市場の創出、ローカル・アベノミクスの深化等 
 10．環境・エネルギー制約の克服と投資の拡大 
  （2）新たに講ずべき具体的施策  
         v)    資源価格の低迷下での資源安全保障の強化等  
             ①国内外での資源開発・確保の推進 
 
（抜粋） 
 

 
国内外で発生した二次資源（使用済鉛蓄電池、電子部品スクラップ等）に

ついて、我が国の誇る環境技術の先進性を活かしつつ非鉄金属のリサイ

クルを着実に進めるため、特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する

法律（平成４年法律第108号）における規制の在り方等について、本年度中

に検討を行い、その結果を踏まえ、早期に必要な措置を講じる。 

２．日本再興戦略2016 （平成28年6月2日閣議決定） 



３．バーゼル条約について 

正式名称：「有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約」 

概要： 有害廃棄物の輸出入を規制 

成立： 1989年バーゼル（スイス）で採択、1992年発効 

経緯： 1980年代、先進国から環境規制の緩い途上国への有害廃棄物の不適正輸出が多発 

締約国： 183ヵ国１機関（EＵ） （2016年10月現在） 

輸出国 
輸入国 
・ 

通過国 

１．事前通告 

２．同意回答 

３．輸出 

• バーゼル条約は、有害廃棄物の越境移動及びその処分規制について、国際
的な枠組みを定めたもの 

• 具体的には、輸出に先立つ事前通告・同意取得の義務、移動書類の携帯
（移動開始から処分まで）、不法取引が行われた際の輸出者の国内引き取
り義務（再輸入、処分等）等を規定 



概 要 正式名称：有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約
（1992年発効） 

締約国：183ヵ国１機関（EＵ） （2016年10月現在）） 
目的：有害廃棄物及び他の廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制について、国際
的な枠組みを定め、これらの廃棄物によってもたらされる危険から人の健康及び環境を保護。 

第1条：条約の
適用範囲 

条約の適用対象として、「有害廃棄物（附属書Ⅰ及び締約国の国内法令で定義されるもの）」
「他の廃棄物（附属書Ⅱ）」（以下「有害廃棄物等」という。）を定義。 

第3条：有害廃
棄物に関する
国内の定義 

締約国は、条約事務局に対して、次のことを通報する（重大な変更した場合は都度通報）。 
   1）自国の法令により有害と認められる/定義される廃棄物、 
   2）移動の手続きの要件 
条約事務局は通報を受けた情報を直ちに全ての締約国に通報する。締約国は、事務局から
送付された情報を自国輸出者に対して利用可能にする責任を負う。 

第4条：一般的
義務 

 締約国は、有害廃棄物等の輸入を禁止する場合、条約事務局を通じて他の締約国に通報す
る。他の締約国は、当該禁止を行う締約国への有害廃棄物等の輸出を許可しない又は禁止
する。 

 締約国は、国内における有害廃棄物等の発生を最小限に抑え、有害廃棄物等の環境上適
正な処分のため、可能な限り国内の処分施設が利用できるようにすることを確保する。 

 締約国は、有害廃棄物等の不法取引を犯罪性のあるものと認め、この条約に違反する行為
を防止し、処罰するための措置をとる。 

 非締約国との有害廃棄物等の輸出入を禁止とする。 
 有害廃棄物等の運搬及び処分は、認められた/許可された者のみが行うことができる。 
 国境を越える有害廃棄物等の移動には、条約の定める適切な移動書類の添付を要する。 

第6条：締約国
間の国境を越え
る移動 

 有害廃棄物等の輸出には、輸出国（当局又は輸出者）が輸出に係る計画を輸入国及び通過
国の当局に書面で事前通告し、輸入国等から書面による同意を要する。 

 同一特性の有害廃棄物等が同一経路で運搬・処分される場合、複数回の輸出入について最
長12ヶ月間の包括的な事前通告及び同意が可能。 

４．バーゼル条約における有害廃棄物等の輸出入規制等の概要① 



第9条：不法取引  第6条に基づく事前通告や輸入国等の同意が行われていない有害廃棄物等の越境移動
等は不法取引とみなす。 

 有害廃棄物等の国境を越える移動が輸出者又は発生者の行為の結果として不法取引と
なる場合には、輸出国は、当該有害廃棄物等の引取を含む適切な措置をとる。 

第11条：二国間/
多数国間及び地
域的な協定 

 条約の趣旨に反しない限り、非締約国との間でも、有害廃棄物等の国境を越える移動に
関する二国間又は多数国間の取決めを結ぶことができる。 

  （注：日本が関係している多国間等協定は、ＯＥＣＤ理事会決定のみ） 

附属書 I：規制す
る廃棄物の分類 

廃棄の経路による18経路と含有成分による27種類 
 廃棄の経路：医療行為から生じる廃棄物、有機溶剤の製造に伴う廃棄物など 
 含有成分：カドミウム、水銀、ヒ素、鉛、シアン化合物、有機溶剤など 

附属書 II：特別の
考慮を必要とする
廃棄物の分類 

家庭から収集される廃棄物 
家庭の廃棄物の焼却から生ずる残滓 

附属書 III：有害な
特性の表 

国際連合勧告に規定する分類制度に対応した14区分の有害特性 
 爆発性、引火性、可燃性、急性毒性、腐食性、慢性毒性、生態毒性など 

附属書IV：処分作
業 

資源回収、再生利用、回収利用、直接再利用又は代替的利用の可能性に結びつかない15
作業（埋立、焼却、永久保管など） 

資源回収、再生利用、回収利用、直接再利用又は代替的利用に結びつく13作業（有機物、
金属及び金属化合物、その他の無機物の再生利用または回収利用など） 

附属書VIII：原則
規制対象リスト 

原則として規制対象となる品目のリストを列記（廃鉛バッテリー、電子部品くず等）。 
 附属書Ⅲの有害特性を有しないものは規制対象外。 

附属書Ⅸ：原則規
制対象外リスト 

原則として規制対象外となる品目のリストを列記（金属合金くず、金属くず等）。 
 附属書Ⅲの有害特性を有する場合は規制対象。 

５．バーゼル条約における有害廃棄物等の輸出入規制等の概要② 



対象外物リスト 

規制対象物＜条約附属書Ⅷ＞ 
鉛蓄電池、めっき汚泥、 
廃石綿、シュレッダーダスト等 
（PCB以外は裾切値の規定なし） 

規制対象外＜条約附属書Ⅸ＞ 
鉄くず、貴金属のくず、固形プラスチックく
ず、紙くず、繊維くず、ゴムくず等 

• 有害特性の評価については、規制対象物告示で規定。 
• バーゼル条約附属書Ⅰ及び附属書Ⅲに掲げる物以外には、条約附属書Ⅱに掲げる物及び

輸出先国の国内法令により有害であると定義され又は認められた物（省令で指定）を、
特定有害廃棄物等の対象としている。 

規制対象物 

バーゼル条約附属書Ⅰ（排出経路、有害物質）の分類に属する 

バーゼル条約附属書Ⅳ（処分作業又はリサイクル作業）が 
意図され又は義務づけられている 

バーゼル条約附属書Ⅲ（有害特性）を有する 

× 

× 

６．バーゼル条約が対象としている有害廃棄物等 



正式名称：「回収作業が行われる国境を越える移動の規制に関する理事会決定」
（［C（2001）107／FINAL］） 

概要： バーゼル条約第11条１の規定（締約国は、有害廃棄物等の越境移動に関す
る二国間の、多数国間の又は地域的な協定又は取決めを締結できる）に基づ
き、経済協力開発機構（OECD）加盟国の間での有害廃棄物等の越境移動に
ついて、リサイクル目的で行われる場合に限り適用されるバーゼル条約の特
例として、OECD理事会決定が適用される。 

    バーゼル条約を基本としつつも、「事前の通告及び同意」手続の対象品目
をバーゼル条約よりも少なくするとともに、同手続を円滑化するための仕組
みを置いているという点に特徴がある。 

 

 

    バーゼル条約で規制対象とされる物品の一部について、リサイクル目的で
輸出入される場合、条約で定められた事前通告・事前同意等の適用を原則除
外。 

（例） 

 プリント基板、電子部品、電線その他の電子スクラップ 

 石炭火力発電所から生じる飛灰 

 塩化ビニル（ＰＶＣ）の重合体 

７．OECD理事会決定について 



概 要 正式名称：回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規制に関する理事会決定 
OECD加盟国間の回収（リサイクル）作業のための有害廃棄物等の越境移動に関する決定
であり、有害廃棄物等の輸出入手続及び許可要件を簡素化。1992年決定。 

バーゼル条約第11条に基づき、取引相手国がOECD加盟国（先進国中心に30カ国）でバー
ゼル条約締結国であれば、 「OECD理事会決定」が優先。 

規制手続  「緑」級規制手続と「黄」級規制手続という2つの規制手続きが規定。 

「緑」級規制 
手続  

 対象は、附属書3に掲げる有害廃棄物等。 
 商取引に通常適用される現行の全ての規制に従えば、越境移動することが可能。 

「黄」級規制 
手続  

 対象は、附属書4に掲げる有害廃棄物等。 
 以下の2つのケースに対する手続きが規定。 
 回収施設への個別的あるいは包括的な越境移動 

 目的地国の同意は暗黙とし､異議･条件等が無ければ、目的地当局の受領確認
から30日後に運搬開始可能 

 事前の同意が与えられている回収施設への越境移動 
 関係当局による同意､条件､異議の期限を、目的地当局の受領確認送付日から30
日→7日以内に短縮 

 包括的通告による同意の有効期限を1年→3年に延長 

附属書3：「緑」級
廃棄物リスト 

 緑級規制手続が適用される廃棄物のリスト  
 第1部：バーゼル条約附属書Ⅸに掲げる廃棄物 
 第2部：ＯＥＣＤ加盟国が合意した追加の廃棄物（電子スクラップ（廃基板等）及び卑金属
または貴金属の回収に適した規格外の電子部品 等） 

附属書4：「黄」級
廃棄物リスト 
 

 黄級規制手続が適用される廃棄物 
 第1部：バーゼル条約附属書Ⅱ及びⅧに掲げる廃棄物 
 第2部：黄級規制手続きが適用される廃棄物のリスト（鉄鋼の製造に伴い生ずるドロス、
スケールその他の廃棄物 等） 

８．OECD決定における有害廃棄物等の輸出入規制等の概要 



対象国 適用規制 

バーゼル
条約 

締約国 

ＯＥＣＤ 

加盟 

韓国、英国、フランス、ド
イツ、オーストラリア、カナ
ダ、他 

ＯＥＣＤ理事会決定※ 

ＯＥＣＤ 

非加盟 

中国、フィリピン、マレー
シア他 

バーゼル条約 

バーゼル
条約 

非締約国 

ＯＥＣＤ 

加盟 
米国 ＯＥＣＤ理事会決定※ 

ＯＥＣＤ 

非加盟 

台湾 日台民間取り決め 

アンゴラ他 
なし（バーゼル規制対象物は
輸出入不可） 

※ ＯＥＣＤ理事会決定の適用はリサイクル目的で有害廃棄物等の輸出入を行う場合に限られ、
処分目的の輸出入場合は、ＯＥＣＤ加盟国間の輸出入であってもバーゼル条約が適用される。 

９．条約又は協定の適用関係 



 

廃掃法 
（廃棄物の処理及び清掃に 

関する法律） 
 
 

 廃棄物の輸出入を規制 
 

 
【廃掃法に基づく輸出確認及び輸
入許可】 
• 輸出・輸入の際に、環境大臣の確認
（許可）が必要 

（輸出・輸入の承認は、廃掃法に基づく許可  
  を受け、別途外為法で行われる） 

 
 

 

バーゼル条約 

  

バーゼル法 
（特定有害廃棄物等の輸出入等 

の規制に関する法律） 
 

 特定有害廃棄物等の輸出入

を規制 
 

【外為法に基づく承認】 
（環境大臣は環境汚染防止に関する確認） 

• 輸出：非OECD加盟国向けでは環境大
臣の確認が必要 

• 輸入：必要があれば環境大臣は意見
を陳述 

 関係法令： 外国為替及び外国貿易法（外為法）、関税法 

国内担保法 

１０．廃棄物等の輸出入に関する国内法の枠組 



第1条  
目的 

 バーゼル条約等の的確かつ円滑な実施を確保するため、特定有害廃棄物等の輸出、
輸入、運搬及び処分の規制に関する措置を講じ、人の健康の保護及び生活環境の保
全に資する 

第2条 
特定有害廃棄物
等の定義等 

 条約附属書ＩＶの処分作業目的に輸出入される物で、次のいずれかに該当するもの 
 ・条約附属書Ｉに掲げる物で、かつ条約附属書ＩＩＩに掲げる有害性を有するもの 
 （具体の規制対象物は、条約付属書Ⅷ・Ⅸを踏まえ制定された告示において、有害物質   
  の含有量等が示され、これに基づき個別判断。同告示の制定は法の規定によらない。） 
 ・条約附属書ＩＩに掲げる物 
 ・条約第三条の規定により条約事務局から通報された他の締約国への輸入が規制され 
  たもので、有害廃棄物等で環境省令で定めるもの 等 
 条約第11条の多数国間等協定（※OECD理事会決定が該当）に基づく規制対象物 

第4条 
第8条  
輸出入の承認 

【輸出】（第4条） 
 外為法に基づく経済産業大臣の承認が必要。 
 環境大臣は、特に必要がある地域向けの輸
出について、環境上支障がない旨の確認を
行い、経済産業大臣に通知する。 

【輸入】（第8条） 
 外為法に基づく経済産業大臣の承
認が必要。 

 環境大臣は、必要がある場合には、
経済産業大臣に意見を述べる。 

第5～7、9～12条 
移動書類 

 輸出入に当たり、移動書類を携帯して運搬することを義務づけ。 
 輸入の場合、処分の完了について、その旨を輸出者及び相手国に通知 

第14条 
措置命令 

 経済産業大臣または環境大臣が「人の健康又は生活環境に係る被害を防止するため
に特に必要があると認めるとき」は、輸出入者等に対し、特定有害廃棄物等の回収
（輸出の場合）又は適正な処分のための措置をとるべきことを命令できる。 

第15条 報告徴収 
第16条 立入検査 

 特定有害廃棄物等を輸出、輸入、排出、運搬、処分した者等に報告の徴収ができる。 
 上記の者等の事業所等に立ち入り、検査することができる。 

第21～24条 罰則  措置命令に違反した場合（不法輸出の既遂事案等） 
 移動書類関係の各種義務違反 等 

１１．バーゼル法の概要 
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※ 廃棄物への該当性は、以下の判断要素を勘案して総合的に判断することとされている。 
①物の性状（環境基準等への適合状況等）、②排出の状況（排出前や排出時における品質の
管理等）、③通常の取扱い形態（廃棄物処理事例の有無等）、④取引価値の有無（処理料金
に相当する金品の授受等）、⑤占有者の意思 等 

実際に輸出入実績のあるも
のの例（個別には、有害性
分析、廃棄物該当性の評価
により判断） 

１２．バーゼル法と廃掃法が対象としている廃棄物等 



• 例えば、OECD非加盟国向けの石炭灰の輸出については、バーゼル法と廃掃法の両法に基づ
く手続きが必要。 

• 関税法に基づく輸出申告にあたっては、外為法による輸出承認を受けていることを証明しなけ
ればならない（いわゆる他法令確認）。 

【外為法】 
経済産業大臣の輸出承認 

廃掃法対象外の 
特定有害廃棄物等の輸出 

廃掃法対象の 
特定有害廃棄物等の輸出 

外為法 

【関税法】 
他法令確認 

【廃掃法】 
環境大臣の輸出確認 

【外為法】 
事業者による輸出承認の申請 

【バーゼル法】（環境汚染防止措置） 
輸出（非OECD向け）：環境大臣の確認 

【外為法】輸出承認基準（通達）に基づく
審査 

【外為法】 
事業者による輸出承認の申請 

【バーゼル法】（環境汚染防止措置） 
輸出（非OECD向け）：環境大臣の確認 

【外為法】輸出承認基準（通達）に基づく
審査（廃掃法の輸出確認の有無を確認） 

【外為法】 
経済産業大臣の輸出承認 

１３．輸出に係る手続フロー 



バーゼル法第８条（輸入の承認） 

第２項 環境大臣は、環境の汚染を防止するため必要があると認められるときは、経済産業大
臣が前項の承認を行うに際し、事前に、経済産業大臣に対し、必要な説明を求め、及
び意見を述べることができる。 

【外為法】 
経済産業大臣の輸入承認 

廃掃法対象外の 
特定有害廃棄物等の輸入 

廃掃法対象の 
特定有害廃棄物等の輸入 

外為法 

【関税法】 
他法令確認 

【廃掃法】 
環境大臣の輸入許可 

【外為法】 
事業者による輸入承認の申請 

【バーゼル法】（環境汚染防止措置） 
必要に応じ環境大臣の意見 

【外為法】輸入承認基準（通達）に基づく
審査 

【外為法】 
事業者による輸入承認の申請 

【バーゼル法】（環境汚染防止措置） 
必要に応じ環境大臣の意見 

【外為法】輸入承認基準（通達）に基づく
審査（廃掃法の輸入許可の有無を確認） 

【外為法】 
経済産業大臣の輸入承認 

１４．輸入に係る手続フロー 



外為法に基づく輸入の承認基準 

 OECDからの輸入 
• 輸出国からの事前通告を受領していること 
• 申請者、処分者等の間の環境保全上適正
な運搬・処分に係る契約等が存在すること。
不可抗力の場合の費用負担に係る内容が
含まれること 

• 必要な国内諸法令の許可を受けていること 
• OECD理事会決定の的確かつ円滑な実施
のために必要な事項に適合していること 

 非OECDからの輸入 
• 輸出国からの事前通告を受領していること 
• 輸出者と処分者の間の環境保全上適正な
運搬・処分に係る書面による契約等が存在
すること 

• 必要な国内諸法令の許可を受けていること 
• その他条約の的確かつ円滑な実施のために
必要な事項に適合していること 

 

【承認の条件】 
• 「輸入移動書類」を携帯し、それに記載された
内容にしたがって運搬・処分しなければならない 

外為法に基づく輸出の承認基準 

 OECD向け輸出 
• 輸入国等から書面による同意を得ていること 
• 輸出者、処分者等の間の有効な契約等が
存在すること。不可抗力の場合の費用負担
に係る内容が含まれること 

• OECD理事会決定の的確かつ円滑な実施
のために必要な事項に適合していること 

 非OECD向け輸出 
• 輸入国等から書面による同意を得ていること 
• 輸出貨物が国内処理困難又は輸出先で再
生利用等の原材料として必要とされているこ
と 

• 輸出者と処分者の間の環境保全上適正な
運搬・処分に係る契約等が存在すること 

• 輸出者、運搬者及び処分者が不可抗力の
場合の経理的基礎及び技術的能力を有す
ること 

• 法第4条の環境大臣の確認を受けていること 

【承認の条件】 
• 「輸出移動書類」を携帯し、それに記載された
内容にしたがって運搬しなければならない 

１５．外為法に基づく特定有害廃棄物等の輸出入に係る承認の基準 



輸入許可(法第15条の４の５) 
 

許可の基準 
・輸入される廃棄物が国内における
当該廃棄物の処理に関する設備及び
技術に照らし、適正に処理されるこ
と 

 
・申請者が当該廃棄物を自ら又は他
人に委託して適正に処理することが
できること 

 
・申請者が当該廃棄物の処分を他人
に委託する場合、当該廃棄物を国内
で処分することにつき相当の理由が
あること 

輸出確認(法第10条,法第15条の４の７) 
 
確認の基準 
①・国内における当該廃棄物の処理に関
する設備及び技術に照らし適正な国内
処理が困難である廃棄物の輸出である
こと 

 又は 
 ・国内における当該廃棄物の適正な処
理に支障を及ぼさないものとして環境
省の定める基準に適合（輸出の相手国
において再生利用されることが確実）
する輸出であること 

 
②国内の処理基準を下回らない方法で処
理されることが確実であること 

 
③申請者が法的な処理責任を持った者 
（一般廃棄物：市町村または排出事業者、 
 産業廃棄物：排出事業者または都道府
県、市町村）であること 

１６．廃掃法に基づく廃棄物の輸出入に係る確認・許可の基準 



我が国からの輸出（括弧内は前年） 我が国への輸入（括弧内は前年） 

相手国への通告 
121件 

（115） 
435,303トン 
（412,861） 

我が国への通告 
183件 

（139） 
236,453トン 
（173,735） 

輸出の承認 
97件 

（７9） 
316,828トン 
（277,411） 

輸入の承認 
167件 

（125） 
198,507トン 
（139,621） 

輸出移動書類の交付 

（輸出件数･輸出量） 
964件 

（1,098） 
172,622トン 
（180,035） 

輸入移動書類の交付 

（輸入件数･輸入量） 
902件 

（516） 
38,511トン 
（29,904） 

相手国・地域 韓国、香港、ベルギー 相手国・地域 
台湾、香港、タイ、シンガポール、
フィリピン 

品目 
鉛スクラップ（鉛蓄電池）、石炭
灰、鉛灰・亜鉛灰、銅残渣・銅ド
ロス 等 

品目 

電子部品スクラップ、金属含有スラッ
ジ、電池スクラップ（ニッケルカドミ
ウム、ニッケル水素、リチウムイオン
等） 等 

特定有害廃棄物等の輸出量及び輸出件数の推移 特定有害廃棄物等の輸入量及び輸入件数の推移 

１７．特定有害廃棄物等の輸出入実績 



• 主な輸出品目は、鉛スクラップ（鉛蓄電池）、石炭灰、鉛灰等であり、金属回
収など再生利用を目的とするもの。輸出の約６割が、韓国向けの鉛蓄電池。 

• 主な輸入品目は、電子部品スクラップ、電気炉ダスト、金属含有スラッジ、電池
スクラップ（ニカド電池他）等であり、金属回収など再生利用を目的とするもの。

輸入の約３割が香港からの電子部品スクラップ。 

H23 H24 H25 H26 H27

輸入件数（件） 145 181 387 516 902

輸入量（ｔ） （合計） 5,300 9,633 32,222 29,904 38,511

電子部品スクラップ 2,282 3,145 8,128 27,537 19,176
電気炉ダスト 0 3,000 21,000 0 12,300
銅含有スラッジ 121 220 458 742 3,908
ミックスメタルスクラップ 202 0 500 0 700
シリコン含有スラッジ 0 0 0 80 700
その他（銀スラッジ、電池ス
クラップ、亜鉛くず等） 2,695 3,267 2,135 1,546 1,728

H23 H24 H25 H26 H27

輸出件数（件） 658 852 1,019 1,098 964

輸出量（ｔ） （合計） 88,211 120,466 200,307 180,035 172,622

鉛スクラップ（鉛蓄電池） 79,875 113,911 119,405 121,500 96,461
石炭灰 0 0 73,600 53,550 68,490

鉛灰 3,737 3,098 2,728 2,737 1,894
銅ドロス 0 0 0 0 1,579
亜鉛灰 1,025 844 996 980 1,000
その他（銅残渣、錫鉛くず、
電子部品スクラップ等） 3,574 2,613 3,578 1,268 3,197

１８．特定有害廃棄物等の輸出入実績（具体的な品目等） 



１９．近年我が国が受けたシップバック通報事例 



概要 

事例１ • 輸入した金属スクラップに、輸入者の意図に反し廃鉛バッテリー等が混入。 

• 輸出者に責がある不法取引としてシップバックを行おうとしたが、仮陸揚げ

貨物の輸出にもバーゼル法の規定に基づく外為法の輸出承認を要すると

ころ、承認要件を満たすことができず、輸出を承認することができなかった。 

• 手続き中の保管費用及び貨物の処分費用は輸入者負担。 

事例２ • 廃ニッケルカドミウム電池として輸入した貨物に、粉末状のニッケルカドミ

ウム混合物が輸入者の意図に反し混入。 

• 輸出者に責がある不法取引としてシップバックを行おうとしたが、輸出先で

の環境汚染防止措置が不十分であるとして、輸出を承認できなかった。 

• 手続き中の保管費用及び貨物の処分費用は輸入者負担。 

• アジアの途上国等から不法に輸入された有害廃棄物等については、バーゼル法の規定に基づ

く輸出入承認の要件を満たさないことから、輸出元の輸出者に責があるにもかかわらず、輸入

国である我が国の輸入者側の負担で対応せざるを得ない状況。 

２０．我が国に不法に輸入され、シップバックできなかった事例 


